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イスラエル並びにユダヤ人に関するノート
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正
確
さ
に
欠
け
る
日
本
の
報
道

　

Ｚ
君
、
11
月
１
日
に
投
開
票
が
行
な

わ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
総
選
挙
（
定
数

１
２
０
）で
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
元
首
相（
73
歳
、

リ
ク
ー
ド
党
首
）
ら
の
野
党
陣
営
が
過
半

数
を
確
保
し
ま
し
た
。
日
本
の
報
道
は

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
が
「
極
右
勢
力
」
を
連

携
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
緊
張
が
激
化

し
、
米
国
や
周
辺
諸
国
と
の
関
係
が
悪

化
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
と
い
う
も
の

が
多
い
で
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
報

道
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
治
状
況
を
正
確

に
反
映
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
の
情
報
空
間
で
新
聞
が

占
め
る
位
置
は
大
き
く
、
そ
こ
で
大
多

数
の
国
民
の
認
識
が
形
成
さ
れ
る
の

で
、
あ
え
て
紹
介
し
ま
す
。

 

〈「
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
か
否
か
」
以
外
の

争
点
が
見
い
だ
し
に
く
い
今
回
の
選
挙

で
目
立
っ
た
の
が
、
極
右
勢
力
の
伸
長

だ
。
14
議
席
を
獲
得
す
る
と
み
ら
れ
て

お
り
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
の
「
リ
ク
ー

ド
」、
ラ
ピ
ド
氏
の
「
イ
エ
シ
ュ
ア
テ

ィ
ド
」
に
続
く
第
３
勢
力
に
な
る
こ
と

は
確
実
だ
。

　

極
右
勢
力
を
牽
引
し
た
の
が
、
イ
タ

マ
ル
・
ベ
ン
グ
ビ
ー
ル
議
員
だ
。
ヨ
ル

ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
併
合
と
パ
レ
ス
チ

ナ
人
の
「
追
放
」
を
主
張
す
る
な
ど
、

過
激
な
言
動
で
、
一
部
か
ら
熱
烈
な
人

気
を
集
め
て
い
る
。
ベ
ン
グ
ビ
ー
ル
氏

は
１
日
夜
、
支
持
者
の
前
に
姿
を
現

イ
ス
ラ
エ
ル
並
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
ノ
ー
ト

91

佐
藤
　
優

〔撮影： 森清〕

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
論
文
を
読
む
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テ
ル
ア
ビ
ブ
で
の
異
な
る
反
応

　

11
月
１
日
︑
こ
の
３
年
半
で
５
度
目
の

総
選
挙
が
イ
ス
ラ
エ
ル
で
行
な
わ
れ
た
︒

同
じ
よ
う
な
選
挙
を
繰
り
返
す
と
い
う
辟

易
感
に
加
え
︑
６
月
末
に
国
会
が
解
散
し

て
か
ら
４
カ
月
経
っ
て
お
り
︑
今
一
つ
盛

り
上
が
り
に
欠
け
る
選
挙
戦
だ
っ
た
︒

　

な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
で
選
挙
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
の
か
︑
す
べ
て
の
理
由
は
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
前
首
相
に
あ
る
︒
現
在
︑
収
賄
罪

で
起
訴
さ
れ
て
公
判
中
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏

は
︑
卓
越
し
た
政
治
セ
ン
ス
と
国
際
政
治

感
覚
で
通
算
15
年
に
わ
た
っ
て
首
相
の
座

を
務
め
て
き
た
︒
そ
の
政
治
手
腕
を
評
価

す
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
支
持
派
に
対
し
て
︑
起

訴
さ
れ
た
人
物
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
派

が
い
て
︑
世
論
は
二
分
さ
れ
て
い
る
︒

　

昨
年
５
月
の
ベ
ネ
ッ
ト
・
ラ
ピ
ッ
ド
政

権
樹
立
に
よ
り
︑
連
続
総
選
挙
と
い
う
負

の
ル
ー
プ
が
よ
う
や
く
絶
た
れ
た
よ
う
に

見
え
た
︒
右
派
︑
左
派
︑
ア
ラ
ブ
政
党
を

巻
き
込
ん
だ
連
立
政
権
は
︑
反
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
と
い
う
１
点
で
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

脆
弱
さ
を
孕は
ら

ん
で
い
た
が
︑
１
年
余
り
で

あ
っ
け
な
く
崩
壊
︒
今
回
再
び
民
意
を
問

う
総
選
挙
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
︒

　

同
日
夜
10
時
に
投
票
が
終
了
す
る
と
︑

メ
デ
ィ
ア
各
社
は
一
斉
に
出
口
調
査
の
結

果
を
発
表
︒
世
俗
的
で
リ
ベ
ラ
ル
派
が
多

く
住
む
テ
ル
ア
ビ
ブ
北
部
界
隈
で
は
︑
２

つ
の
た
め
息
が
漏
れ
聞
こ
え
た
︒
１
つ
目

の
た
め
息
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
率
い
る
右
派

連
合
で
過
半
数
獲
得
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る

こ
と
に
対
す
る
不
安
か
ら
︑
そ
し
て
２
つ

目
は
連
続
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
総
選
挙

が
こ
れ
で
一
旦
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と

の
安
堵
感
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
︒

　

一
方
︑
リ
ク
ー
ド
支
持
層
の
多
い
テ
ル

ア
ビ
ブ
南
部
で
は
正
反
対
の
反
応
が
見
ら

れ
た
︒
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
支
持
派
が
完
全
勝
利

を
収
め
︑
右
派
政
権
の
樹
立
が
確
実
に
な

っ
た
こ
と
へ
の
歓
喜
の
声
で
あ
る
︒

52

イ
ス
ラ
エ
ル

多
角
多
論

イ
ス
ラ
エ
ル
総
選
挙

︱
︱
極
右
の
台
頭
と
左
派
の
凋
落

齋
藤
真
言
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今
年
後
半
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
関

連
で
、
３
つ
の
象
徴
的
な
出
来
事
が
あ
っ

た
。
第
１
は
11
月
20
日
に
開
幕
し
た
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
地
カ
タ
ー
ル

に
か
ら
む
件
、
２
つ
目
は
11
月
８
日
バ
ー

レ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
マ
ナ
マ
空

軍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
３
つ
目
が
８
月
１
日

カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
連
盟
の
件

で
あ
る
。

m

国
交
な
き
カ
タ
ー
ル
へ
の
直
行
便

　

カ
タ
ー
ル
と
聞
い
て
、
す
ぐ
目
に
浮
か

ぶ
出
来
事
が
２
つ
あ
る
。
第
１
は
、
１
９

９
５
年
、
イ
ツ
ハ
ク
・
ラ
ビ
ン
首
相
が
暗

殺
さ
れ
、
そ
の
葬
儀
に
国
交
も
な
い
ア
ラ

ブ
の
一
国
カ
タ
ー
ル
の
政
府
代
表
が
参
列

し
た
こ
と
。
第
２
が
２
０
１
８
年
11
月
か

ら
ガ
ザ
で
始
ま
っ
た
現
金
ば
ら
ま
き
。

　

カ
タ
ー
ル
関
係
で
ま
ず
話
題
に
な
っ
た

の
が
、
１
９
９
１
年
の
マ
ド
リ
ッ
ド
平
和

会
議
へ
の
参
加
。
そ
の
２
年
後
に
ヨ
ッ
ス

ィ
・
ベ
イ
リ
ン
外
務
次
官
が
公
然
と
カ
タ

ー
ル
を
訪
問
。
カ
タ
ー
ル
は
95
年
の
オ
ス

ロ
２
（
暫
定
自
治
拡
大
合
意
）
の
調
印
に
も

立
ち
会
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
年
に
は
カ
タ

ー
ル
の
ド
ー
ハ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
連
絡
事

務
所
が
開
設
さ
れ
た
。
カ
タ
ー
ル
を
訪
問

し
た
の
は
ベ
イ
リ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
外
相
ツ
ィ
ピ
・
リ
ブ
ニ
が
訪

問
し
た
の
は
２
０
０
８
年
、
シ
モ
ン
・
ペ

レ
ス
は
１
９
９
６
年
に
首
相
代
理
、
２
０

０
７
年
に
は
副
首
相
と
し
て
２
回
カ
タ
ー

ル
を
訪
問
し
て
い
る
。

　

カ
タ
ー
ル
は
、
そ
の
一
方
で
ハ
マ
ス
な

ど
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
公
然
と
支
持
し
、

資
金
援
助
も
し
て
い
る
。
ガ
ザ
、
ウ
ェ
ス

ト
バ
ン
ク
、
南
レ
バ
ノ
ン
で
何
か
起
き
る

と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
非
難
す
る
が
、
関
係
を

切
る
こ
と
は
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
和
平
を
仲
介
す
る
意
志
が
あ
る

が
、
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
の
態

滝
川
義
人

カ
タ
ー
ル
か
ら
見
え
る
も
の

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
―
対
決
か
ら
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
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国
際
会
議
を
日
本
で
開
催

　

今
回
は
、「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」（
量
子
力
学
の
現
象
を
利
用
し
て
従
来
型
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
簡
単
に
解
く
こ
と
の
で
き

な
い
複
雑
な
計
算
処
理
を
す
る
）
と
い
う
最
先

端
分
野
で
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　

今
年
の
７
月
13
～
14
日
、
ウ
エ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
東
京
で
「
Ｑ
２
Ｂ
」（
ビ
ジ
ネ
ス

の
た
め
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
と
い

う
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
単
な
る
技

術
開
発
に
留
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
応

用
、
実
用
化
を
見
据
え
た
量
子
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
の
技
術
開
発
を
進
め
る
ベ
ン
ダ
ー

と
そ
れ
を
支
え
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
が
集
ま
る
会
議
で
あ
る
。Q

C W
are

と
い
う
ア
メ
リ
カ
企
業
が
中
心
と
な
っ
て

２
０
１
７
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
マ
ウ

ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
を
皮
切
り
に
19
年
は
サ
ン

ノ
ゼ
、
20
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
バ
ー
チ
ャ
ル

開
催
、
21
年
は
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
、
そ
し
て

今
年
は
東
京
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

業
界
の
主
要
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
う
場
を

一
企
業
が
組
織
す
る
あ
た
り
は
い
か
に
も

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
ら
し
い
が
、
ア
メ
リ
カ

外
で
行
な
わ
れ
る
最
初
の
国
が
日
本
と
い

う
の
も
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
分

野
で
の
日
本
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

IBM

、D
-W

ave

、PsiQ
uantum

、
富

士
通
、
慶
応
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
名

古
屋
大
学
な
ど
、
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
加

え
、
自
動
車
や
金
融
な
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
企

業
、
政
府
、
投
資
家
も
参
加
し
た
。
そ
の

中
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

で
あ
るClassiq Technologies

（
以
下

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
未
来

新
井　

均

l

日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
道l

6



　　　　　 2022/12

32

デ
ロ
ー
ル
中
佐
と
の
出
会
い

　

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
「
良
き
隣
人
作
戦
」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。
２
０
１
３
年
に
始
ま
っ

た
本
作
戦
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）の
エ
ヤ
ル
・

デ
ロ
ー
ル
中
佐
で
あ
る
。

　

デ
ロ
ー
ル
中
佐
に
私
が
初
め
て
会
っ
た

の
は
２
０
２
０
年
２
月
、
彼
が
私
の
住
む

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学
で
、
自
ら
指

揮
し
た
「
良
き
隣
人
作
戦
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
時
だ
っ
た
。
私
自
身
そ
の
数
年

前
、
シ
リ
ア
内
戦
で
傷
つ
い
た
子
供
た
ち

に
治
療
を
施
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
の
病

院
を
訪
ね
て
い
た
が
、
デ
ロ
ー
ル
中
佐
と

の
出
会
い
を
通
し
、
こ
の
Ｉ
Ｄ
Ｆ
最
大
規

模
の
人
道
支
援
作
戦
に
つ
い
て
さ
ら
に
深

く
学
ぶ
機
会
を
得
た
。

　

そ
の
後
デ
ロ
ー
ル
中
佐
と
は
、
折
に
触

れ
て
メ
ー
ル
や
ズ
ー
ム
で
語
り
合
っ
て
き

た
が
、
今
年
の
５
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪

ね
た
際
、
作
戦
が
行
な
わ
れ
た
ゴ
ラ
ン
高

原
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
私
の
友
人
２

人
（
日
本
で
若
い
頃
空
手
を
習
っ
た
ダ
ニ
ー
・

ハ
キ
ム
氏
と
日
経
新
聞
エ
ル
サ
レ
ム
支
局
で
長

く
働
い
た
エ
リ
・
ガ
ー
シ
ョ
ウ
イ
ッ
ツ
氏
）
も

同
行
し
た
。

人
道
支
援
で
始
ま
っ
た
作
戦

 

「
良
き
隣
人
作
戦
」
は
最
初
か
ら
計
画
的

に
実
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

２
０
１
３
年
の
冬
の
夜
、
内
戦
で
傷
つ
い

た
シ
リ
ア
市
民
が
ゴ
ラ
ン
高
原
の
国
境
に

近
づ
い
て
き
た
時
、
現
場
付
近
に
い
た
Ｉ

Ｄ
Ｆ
の
部
隊
が
人
道
的
見
地
か
ら
地
域
の

病
院
に
運
び
、
治
療
を
施
し
た
こ
と
に
端

を
発
し
て
い
る
。

 

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
呼
ば
れ
た
反
政
府
運

動
は
２
０
１
１
年
、
シ
リ
ア
に
も
広
ま
っ

た
。
当
初
ア
サ
ド
政
権
に
抵
抗
す
る
反
乱

軍
が
シ
リ
ア
南
部
を
制
圧
し
た
が
、
イ
ス

良
き
隣
人
作
戦

―
―
ゴ
ラ
ン
高
原
に
エ
ヤ
ル
・
デ
ロ
ー
ル
中
佐
を
訪
ね
て

▼ 

特
別
寄
稿 

▲

徳
留
絹
枝
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● 

エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
の
み
や
げ

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
止
ま
っ
て
い
た
日
本
か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
向
け
航
空
便
が
つ
い
最
近
、
３
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
の
で
、
エ

ル
サ
レ
ム
の
友
人
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
新
年
の
祝
い
の
カ
ー
ド
を
送

っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
歴
で
今
年
は
９
月
25
日
の
日
没
～
27
日
の
日
没
が

新
年
で
あ
っ
た
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
１
日
は
日
没
に
始
ま
り
次
の
日
没
で
終

わ
る
）。
船
便
だ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
ま
で
４
カ
月
か
か
っ
た
。

　

日
本
で
は
相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
警
戒
が
強
い

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
対
面
に
よ
る
学
会
も
復
活
し
て
い
て
、
そ

の
首
都
エ
ル
サ
レ
ム
で
考
古
学
関
連
の
発
表
を
終
え
て
戻
っ
て
来

た
ば
か
り
だ
と
い
う
友
人
が
、
み
や
げ
に
オ
リ
ー
ブ
の
漬つ
け

物も
の

一
袋

を
届
け
て
く
れ
た
。
か
つ
て
過
ご
し
た
12
年
も
の
エ
ル
サ
レ
ム
の

暮
ら
し
で
、
毎
日
３
度
の
食
事
の
た
び
に
食
べ
た
懐
か
し
い
オ
リ

ー
ブ
の
漬
物
。「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
の
中
に
40
年
の
思
い
出
が
つ

ま
っ
て
い
る
」
は
ト
ル
コ
の
諺
こ
と
わ
ざで
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
一

粒
の
オ
リ
ー
ブ
の
漬
物
に
50
年
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
オ

リ
ー
ブ
の
漬
物
を
ひ
と
噛
み
す
る
ご
と
に
、
あ
の
時
の
こ
と
、
こ

の
時
の
こ
と
、
あ
の
人
の
こ
と
、
こ
の
人
の
こ
と
が
懐
か
し
く
、

生
き
生
き
と
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
１
人
が
、
新
年
の
カ
ー
ド
を

送
っ
た
ば
か
り
の
友
人
Ａ
で
あ
る
。

　

１
９
６
９
年
秋
の
新
学
期
か
ら
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
私
は
、
事
前
に
大
学
が
留
学
生
の
た
め
に
設
け
た
夏
季
特

別
ヘ
ブ
ラ
イ
語
講
習
を
１
カ
月
間
受
け
て
、
所
定
基
準
を
パ
ス
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
授
業
は
週
６
日
、
毎
日
午
前
８
時
半

池
田
　
裕

ひ
と
粒
の
オ
リ
ー
ブ

聖
書
の
世
界 

エ
ッ
セ
イ
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遂
に
就
航
、
夢
の
直
行
便

　

今
年
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
日
本
が
国
交

を
結
ん
で
70
周
年
に
な
る
が
、
今
日
に

至
る
ま
で
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
結
ぶ

定
期
直
行
便
は
な
か
っ
た
。
両
国
は
ア

ジ
ア
大
陸
の
両
端
に
位
置
し
、
そ
の
距

離
は
実
に
９
０
０
０
㎞
以
上
。
イ
ス
ラ

エ
ル
に
行
く
に
は
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
含

め
て
丸
１
日
か
か
る
た
め
、
日
本
人
に

と
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
遙
か
遠
い
異
国

の
地
で
あ
る
。
だ
が
来
年
３
月
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
エ
ル
ア
ル
航
空
が
テ
ル
ア
ビ

ブ
―
成
田
の
直
行
便
を
就
航
さ
せ
る
。

　

本
来
な
ら
こ
の
直
行
便
は
２
０
２
０

年
３
月
に
就
航
す
る
予
定
だ
っ
た
。
そ

れ
を
祝
し
て
本
連
載
で
は
19
年
10
月
号

か
ら
「
エ
ル
ア
ル
航
空
物
語
」
と
題
し

て
７
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
、
20
年
２

月
号
の
表
紙
裏
に
は
「
祝
・
日
本
―
イ

ス
ラ
エ
ル
直
行
便
就
航
！
」
の
文
字
が

踊
り
、
読
者
も
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
の

世
界
的
な
蔓
延
に
よ
り
、
就
航
が
見
送

り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
の
時
を
経
て
、
よ
う

や
く
計
画
再
開
の
目
途
が
つ
い
た
。
遂

に
日
本
―
イ
ス
ラ
エ
ル
の
直
行
便
が
飛

ぶ
の
だ
。
今
度
こ
そ
、
本
当
に
!?

　

直
行
便
で
は
11
～
12
時
間
ほ
ど
で
日

本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
結
ぶ
。
将
来
ア
ラ

ビ
ア
半
島
上
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
れ

ば
さ
ら
に
時
間
は
短
縮
さ
れ
、
９
時
間

台
も
夢
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ス

ラ
エ
ル
は
ぐ
っ
と
身
近
な
国
に
な
り
、

観
光
だ
け
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の

渡
航
者
も
増
え
る
と
期
待
さ
れ
る
。

遠
い
地
の
果
て
イ
ス
ラ
エ
ル

　

１
９
５
０
年
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、

ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
戦
争
が
頻
発
す
る
危

険
地
域
と
見
な
さ
れ
、
日
本
か
ら
の
旅

行
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
が
、

巡
礼
目
的
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
キ
ブ
ツ

（
集
団
農
場
）
で
の
生
活
を
夢
見
て
イ
ス

光
永
光
翼

エ
ル
ア
ル
航
空

　 
日
本
就
航
へ
の
道  （
上
）

知
っ
て
お
き
た
い
中
東
・
イ
ス
ラ
ム

30
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孤
独
な
逃
避
行

　

20
章
は
、
ダ
ビ
デ
と
ヨ
ナ
タ
ン
の
と
て

も
辛
い
別
れ
の
場
面
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

ダ
ビ
デ
は
地
に
ひ
れ
伏
し
、
３
度
礼
を

し
た
。
彼
ら
は
互
い
に
口
づ
け
し
、
互
い

に
泣
い
た
。
ダ
ビ
デ
の
ほ
う
が
い
っ
そ
う

激
し
く
泣
い
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
ダ
ビ
デ
に

言
っ
た
。「
安
心
し
て
行
き
な
さ
い
。
私

と
あ
な
た
の
間
に
、
私
の
子
孫
と
あ
な
た

の
子
孫
と
の
間
に
、
主
が
永
遠
に
お
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
私
た
ち
２
人
は
主
の
名
に

よ
っ
て
誓
っ
た
の
で
す
か
ら
」

（
20
・
41
～
42
）

　

21
章
は
、
別
れ
の
セ
リ
フ
が
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ダ
ビ
デ
は
立
ち
上
が
っ
て
行
っ
た
。
ヨ

ナ
タ
ン
は
そ
の
町
に
帰
っ
た
。（
１
節
）

　

ヨ
ナ
タ
ン
は
自
分
の
家
に
帰
り
、
父
親

サ
ウ
ル
と
共
に
王
宮
に
残
る
こ
と
を
選
び

ま
し
た
。
ダ
ビ
デ
を
執
拗
に
追
う
サ
ウ
ル

と
共
に
い
て
、
遂
に
は
ギ
ル
ボ
ア
山
上
の

ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
い
で
も
父
サ
ウ
ル
の

側
で
共
に
死
ぬ
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
す
。

後
に
ダ
ビ
デ
が
「
愛
さ
れ
、
喜
ば
れ
た
サ

ウ
ル
と
ヨ
ナ
タ
ン
は
、
生
き
て
い
る
時

も
、
死
に
お
い
て
も
離
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
」（
サ
ム
エ
ル
記
下
１
・
23
）
と
哀
悼
の

歌
を
述
べ
た
と
お
り
で
す
。
こ
の
時
点
で

ヨ
ナ
タ
ン
は
、
ダ
ビ
デ
を
愛
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
父
サ
ウ
ル
と
共
に
い
る

こ
と
を
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

21
章
か
ら
ダ
ビ
デ
の
逃
避
行
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ビ
デ
は
サ
ウ
ル
の

王
宮
を
離
れ
、
遠
く
に
逃
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
家
族
に
囲
ま
れ
、
愛
に
包
ま
れ
、
喜

び
に
満
ち
て
顔
を
輝
か
せ
、
向
か
う
と
こ

ろ
敵
な
し
だ
っ
た
ダ
ビ
デ
は
、
す
べ
て
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
の
で
す
。
今
や
家
も
な

く
、
家
族
も
い
ま
せ
ん
。
付
き
従
う
者
も

（
那
須
雄
二 

訳

）

ベ
ニ
ー
・
ラ
ウ

逃
避
行
の
末
に
発
見
し
た
も
の

《
サ
ム
エ
ル
記
上
21
章
》

サムエル記講話

FAM  JQB  BYE
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イ
ス
ラ
ー
ム
法
︵
シ
ャ
リ
ー
ア
︶

―― 

月
並
み
な
道
徳
訓

　

イ
ス
ラ
ー
ム
多
数
派
の
ス
ン
ナ
派
で

は
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
法
は
︑
人
間
の
行
動
全

般
を
支
配
す
る
宗
教
法
で
︑
９
世
紀
中
頃

に
成
立
し
た
４
つ
の
法
学
派
︵
ハ
ナ
フ
ィ

ー
派
︑
マ
ー
リ
ク
派
︑
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
︑
ハ

ン
バ
ル
派
︶
の
判
断
を
中
心
に
し
て
執
行

さ
れ
て
い
る
︒
前
号
で
述
べ
た
と
お
り
︑

本
山
制
度
や
教
会
組
織
を
持
た
な
い
イ
ス

ラ
ー
ム
で
は
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
﹁
ウ

ラ
マ
ー
﹂
の
資
格
を
規
定
す
る
組
織
は
な

く
︑
誰
も
が
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
指
導
者
に

も
宗
教
法
の
専
門
家
に
も
な
れ
る
が
︑
そ

の
選
択
の
判
断
は
︑
多
く
の
場
合
信
者
の

側
に
任
さ
れ
て
い
る
︒

　

た
だ
し
︑
信
徒
数
で
ム
ス
リ
ム
全
体
の

10
％
程
度
と
見
ら
れ
る
少
数
派
シ
ー
ア
派

の
12
イ
マ
ー
ム
派
で
は
︑
ウ
ラ
マ
ー
を
養

成
す
る
教
育
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い
て
︑

厳
格
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
す
る
︒
時

折
︑
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
ウ
ラ

マ
ー
に
つ
い
て
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
職
者
﹂

と
す
る
こ
と
が
あ
る
が
︑
こ
れ
は
シ
ー
ア

派
に
は
ほ
ぼ
適
合
す
る
が
︑
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
の
90
％
以
上
を
占
め
る
ス
ン
ナ
派
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
︒

　

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
人
間
に
原
罪
は
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
ク
ル
ア
ー
ン
に
も

原
初
の
人
間
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
の
物
語
が

見
ら
れ
る
が
︑
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
記
述

と
最
も
異
な
る
点
は
︑
楽
園
で
彼
ら
が
犯

し
た
罪
は
地
上
に
降
ろ
さ
れ
る
際
に
許
さ

れ
た
点
で
あ
る
︒
原
罪
思
想
の
な
い
イ
ス

ラ
ー
ム
で
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
な
崇

高
な
贖
罪
思
想
は
見
ら
れ
な
い
︒
し
か
し

人
間
は
本
来
︑
道
に
迷
い
や
す
い
脆
弱
な

存
在
で
あ
り
︑
神
の
導
き
が
な
く
て
は
︑

つ
ま
り
神
の
法
が
な
く
て
は
︑
地
上
に
正

当
で
倫
理
的
な
社
会
秩
序
を
作
り
上
げ
る

塩
尻
和
子

イ
ス
ラ
ー
ム

　

   

—
—
宗
教
法
に
縛
ら
れ
る
社
会 

９

一
つ
の
神
と
三
つ
の
宗
教
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日
本
ユ
ダ
ヤ
教
団

　

私
は
東
京
に
あ
る
「
日
本
ユ
ダ
ヤ
教

団
」（Jew

ish Com
m

unity Center

＝
通

称
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
の
キ
ッ
チ
ン
で
も
働
い
て

い
る
。
こ
こ
は
日
本
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
教

徒
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ

も
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、ペ
サ
ハ
（
過

越
祭
）
や
ユ
ダ
ヤ
新
年
な
ど
の
行
事
に

は
お
祈
り
や
儀
式
が
行
な
わ
れ
、
そ
の

後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
例
年
１
０
０
人

超
の
ユ
ダ
ヤ
人
会
員
が
集
う
。

　

昔
は
敷
地
面
積
が
今
の
何
倍
も
あ
っ

た
そ
う
で
、
従
業
人
も
大
勢
い
て
、
夏

は
家
族
連
れ
が
プ
ー
ル
に
集
い
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
は
大
人
た
ち
が
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
ポ
ー
カ
ー
に
興
じ
て
い
た
と

い
う
。

 

「
日
本
が
不
景
気
に
な
っ
て
、
み
ん
な

香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
し
ち
ゃ

っ
た
の
よ
」
と
、
長
く
働
く
93
歳
の
井

崎
さ
ん
が
い
つ
も
話
し
て
く
れ
る
が
、

今
で
も
男
子
13
歳
の
成
人
式
バ
ル
ミ
ツ

バ
や
、
割
礼
式
、
映
画
を
観
る
会
、
ク

ラ
ヴ
マ
ガ
（
イ
ス
ラ
エ
ル
発
祥
の
近
接
格
闘

術
）
教
室
な
ど
も
行
な
わ
れ
、
充
分
賑

わ
っ
て
い
る
。

v

ア
リ
エ
お
す
す
め
の
「
パ
ス
テ
ル
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
前
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
遊

び
に
行
く
と
Ｊ
Ｃ
Ｃ
で
話
し
た
ら
、

当
時
働
い
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
ア

リ
エ
か
ら
「
テ
ル
ア
ビ
ブ
に
僕
の
兄
弟

が
シ
ェ
フ
を
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
る
か
ら
是
非
行
っ
て
み
て
！
」
と
勧

め
ら
れ
た
。
と
に
か
く
と
て
も
美
味
し

い
、
予
約
し
て
お
く
か
ら
行
く
日
を
連

絡
し
て
！
と
強
く
誘
っ
て
く
れ
た
の

で
、
着
い
た
初
日
に
早
速
向
か
っ
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
パ
ス
テ
ル
」
は
テ
ル

ア
ビ
ブ
美
術
館
の
敷
地
内
に
あ
り
、
天

越
出
水
月

パ
ス
テ
ル

イ
ス
ラ
エ
ル 

御
馳
走
帖

7608

MI&  R!  Ax(
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❍ 

未
来
形
の
用
法

　

新
約
聖
書
を
読
む
上
で
︑
現
代
ギ
リ

シ
ア
語
の
知
識
は
有
益
で
す
︒
今
ま
で

は
単
語
の
意
味
が
主
な
テ
ー
マ
で
し
た

が
︑
最
後
は
文
法
的
な
部
分
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
︒
動
詞
の
未
来
形
︑
そ
し

て
条
件
文
に
つ
い
て
で
す
︒

　

現
代
ギ
リ
シ
ア
の
日
常
生
活
で
︑
動

詞
の
未
来
形
は
︑
未
来
の
こ
と
を
指
す

以
外
に
命
令
法
の
代
用
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
︒
新
約
聖
書
に
お
い
て
も
︑

そ
の
用
法
は
同
じ
で
す
︒
新
約
聖
書
か

ら
そ
の
用
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
︒

ガ
ラ
テ
ヤ
書
６
章
２
節
で
す
︒

　
互
に
重
荷
を
負
い
合
い
な
さ
い
︒
そ

う
す
れ
ば
︑
あ
な
た
が
た
は
キ
リ
ス
ト

の
律
法
を
全
う
す
る
で
あ
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

︒
︵
口
語
訳
︶

　
互
い
に
重
荷
を
担
い
な
さ
い
︒
そ
の

よ
う
に
し
て
こ
そ
︑
キ
リ
ス
ト
の
律
法

を
全
う
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︒

︵
新
共
同
訳
︶

　
互
い
の
重
荷
を
負
い
合
い
︑
そ
の
よ

う
に
し
て
キ
リ
ス
ト
の
律
法
を
全
う
し

0

0

0

な
さ
い

0

0

0

︒︵
新
改
訳
︶

　

傍
点
はἀναπληρώσετε

︿
ア
ナ

プ
リ
ロ
セ
テ
﹀
と
い
う
動
詞
の
未
来
形

の
訳
で
︑
こ
れ
ら
３
つ
の
聖
書
の
訳
が

そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
を
表
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
原
形
はἀναπληρόω

︿
ア
ナ
プ

リ
ロ
オ
﹀﹁
一
杯
に
す
る
︑
全
う
す
る
﹂

で
す
︒
口
語
訳
は
こ
の
動
詞
を
本
来
の

未
来
形
の
意
と
し
て
﹁
全
う
す
る
で
あ

ろ
う
﹂
と
訳
し
て
い
ま
す
が
︑
日
本
語

の
﹁
～
だ
ろ
う
﹂
に
は
推
量
の
意
味
も

含
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒
ギ
リ
シ
ア
語

の
未
来
形
は
将
来
に
実
現
す
る
こ
と
を

表
し
ま
す
の
で
︑
新
共
同
訳
の
よ
う
に

現
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
読
む

　

 
新
約
聖
書 

（
５
）

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

ウ
ロ
コ

藤
原
豊
樹
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←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。



好評の新刊


